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明治 26年（1893）

明治 31 年（1898）

明治 32 年（1899）

明治 33 年（1900）

大正 8年（1919）

昭和 9年（1934）

昭和 32 年（1957）

昭和 33 年（1958）

昭和 48 年（1973）

平成 29 年（2017）

平成 30 年（2018）

豆相鉄道株式会社設立

三島駅（現御殿場線下土狩駅）～
南條駅（現伊豆長岡駅）開通

南條駅（現伊豆長岡駅）～大仁駅開通

北條駅（現韮山駅）設置

駅の名称変更①南條駅→伊豆長岡駅
　　　　　　②北條駅→韮山駅

 丹那トンネル開通に伴い、起点を旧
三島駅（現御殿場線下土狩駅）から現
三島駅に移転、現在の駿豆線となる

社名を「伊豆箱根鉄道株式会社」に変更

狩野川台風で甚大な被害を受ける
（11日後に全線復旧）

日本初のシルバーシート導入

創立 100 周年記念セレモニー開催

鉄道開通から 120 周年

　

三
島
〜
修
善
寺
間
を
結
び
、
私
た
ち
地
域

住
民
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
地
域
の

足
」
と
し
て
、
日
々
運
行
す
る
伊
豆
箱
根
鉄

道
駿
豆
線（
通
称
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」）。
そ
の

い
ず
っ
ぱ
こ
が
、平
成
30
年（
２
０
１
８
）で
、

前
身
と
な
る
豆
相
鉄
道
開
業
か
ら
数
え
て
、

１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」
は
、県
内
初
の
私
鉄
「
豆

相
鉄
道
」
と
し
て
、
明
治
31
年（
１
８
９
８
）

に
開
業
し
ま
し
た
。
開
業
当
時
、
駅
は
三
島

町
駅（
現
：
三
島
田
町
駅
）、大
場
駅
、原
木
駅
、

南
條
駅（
現
：
伊
豆
長
岡
駅
）の
４
駅
の
み
。

現
在
の
形
と
な
っ
た
の
は
、
開
業
か
ら
36
年

後
、昭
和
９
年（
１
９
３
４
）の
こ
と
で
し
た
。

　

１
２
０
年
も
の
間
、
地
域
住
民
と
と
も
に

あ
り
続
け
た
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」。
現
在
も
変

わ
ら
ず
、
通
勤
・
通
学
を
行
う
地
域
住
民

や
、
沿
線
沿
い
の
観
光
地
を
訪
れ
る
観
光
客

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
日
々
利
用
す

る
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」。

　

今
回
は
１
２
０
周
年
を
記
念
し
、「
い
ず
っ

ぱ
こ
」
の
変
遷
に
迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※ 

田
方
広
報
研
究
会
は
、
伊
豆
市
、
伊
豆
の
国

市
、
函
南
町
、
JA
伊
豆
の
国
、
伊
豆
保
健
医

療
セ
ン
タ
ー
の
各
広
報
担
当
で
構
成
さ
れ
て

い
る
広
報
研
究
会
で
す
。
今
回
の
特
集
は
、

三
島
市
を
含
め
た
伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線
沿

線
市
町
に
よ
る
共
同
編
集
で
す
。

※ 

古
い
写
真
の
一
部
は
、
伊
豆
箱
根
鉄
道

（
株
）
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す
。

三
島
市
・
田
方
広
報
研
究
会
共
同
編
集

伊豆仁田駅

伊豆長岡駅 三島駅 修善寺駅

問
合
先
／
企
画
財
政
課
（
９
７
９
‐
８
１
０
１
）

問
合
先
／
企
画
財
政
課
（
９
７
９
‐
８
１
０
１
）

問
合
先
／
企
画
財
政
課
（
９
７
９
‐
８
１
０
１
）



平成 30年（2018） 平成 30 年（2018）

大正 7年（1918）明治 31 年（1898）

平成 30 年（2018）

昭和 38 年（1963）

平成 30 年（2018） 昭和 2～ 3年（1927 ～ 1928）

平成 30 年（2018） 昭和 45 ～ 55 年（1970 ～ 1980）

平成 30 年（2018） 昭和 58 年（1983）

平成 30 年（2018） 大正 2年（1913）頃
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　大正 13 年（1924）開業。　大正 13 年（1924）開業。
修善寺や天城湯ケ島、西伊修善寺や天城湯ケ島、西伊
豆へのバス、タクシーの乗豆へのバス、タクシーの乗
り換えターミナルとして機り換えターミナルとして機
能しています。平成 26 年能しています。平成 26 年
（2014）に現在の駅舎とな（2014）に現在の駅舎とな
りました。りました。

　明治 32 年（1899）開業。　明治 32 年（1899）開業。
大正２年（1913）当時は、大正２年（1913）当時は、
修善寺・天城湯ケ島方面に修善寺・天城湯ケ島方面に
向かって馬車に乗り継ぐ拠向かって馬車に乗り継ぐ拠
点として機能していました。点として機能していました。

　明治 32 年（1899）開業。
大正２年（1913）当時は、
修善寺・天城湯ケ島方面に
向かって馬車に乗り継ぐ拠
点として機能していました。

　大正 11 年（1922）開業。　大正 11 年（1922）開業。
田方農業高等学校の生徒を田方農業高等学校の生徒を
はじめとする通学や通勤のはじめとする通学や通勤の
利用者が多く見られます。利用者が多く見られます。

　大正 11 年（1922）開業。
田方農業高等学校の生徒を
はじめとする通学や通勤の
利用者が多く見られます。

　旧三島駅は、明治 31 年　旧三島駅は、明治 31 年
（1898） 開 業。 現 三 島駅（1898） 開 業。 現 三 島駅
になったのは、昭和９年になったのは、昭和９年
（1934）のことです。（1934）のことです。
　伊豆の玄関口の１つとし　伊豆の玄関口の１つとし
て、昭和８年（1933）からは、て、昭和８年（1933）からは、
東京から直通列車が乗り入東京から直通列車が乗り入
れられています。れられています。

　旧三島駅は、明治 31 年
（1898） 開 業。 現 三 島駅
になったのは、昭和９年
（1934）のことです。
　伊豆の玄関口の１つとし
て、昭和８年（1933）からは、
東京から直通列車が乗り入
れられています。

　

昭
和

　

昭
和
3030
年
代
に
こ
の
地
で

年
代
に
こ
の
地
で

商
売
を
始
め
ま
し
た
。
昭
和

商
売
を
始
め
ま
し
た
。
昭
和

の
終
わ
り
頃
ま
で
は
駅
前
に

の
終
わ
り
頃
ま
で
は
駅
前
に

も
小
売
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
平

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
平

成
に
入
っ
て
大
型
店
舗
が
増

成
に
入
っ
て
大
型
店
舗
が
増

え
た
影
響
な
ど
で
次
第
に
数

え
た
影
響
な
ど
で
次
第
に
数

が
減
り
、
駅
周
辺
は
少
し
寂

が
減
り
、
駅
周
辺
は
少
し
寂

し
く
な
り
ま
し
た
。

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
多
く
の
人
が
通
勤
や
通
学
で
伊
豆
仁
田
駅
を
使

　

そ
れ
で
も
多
く
の
人
が
通
勤
や
通
学
で
伊
豆
仁
田
駅
を
使

い
、
人
の
流
れ
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
ま
す
。
私

い
、
人
の
流
れ
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
ま
す
。
私

も
高
校
へ
の
通
学
や
三
島
・
修
善
寺
方
面
に
出
か
け
る
際
に

も
高
校
へ
の
通
学
や
三
島
・
修
善
寺
方
面
に
出
か
け
る
際
に

利
用
し
、
多
く
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

利
用
し
、
多
く
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。
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０
２
０
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く
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く
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い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
待
し
て
い
ま
す
。

　大正 13 年（1924）開業。
修善寺や天城湯ケ島、西伊
豆へのバス、タクシーの乗
り換えターミナルとして機
能しています。平成 26 年
（2014）に現在の駅舎とな
りました。

　

昭
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30
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に
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秋
山
米
店

店
主　

秋
山
和
義
さ
ん
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大
正
７
年
、
鉄
道
省
が
駿
豆
鉄
道
（
現
：
伊
豆
箱
根
鉄
道
）
大
場
駅
か

　

大
正
７
年
、
鉄
道
省
が
駿
豆
鉄
道
（
現
：
伊
豆
箱
根
鉄
道
）
大
場
駅
か

ら
丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
西
口
ま
で
を
ト
ン
ネ
ル
を
作
る
た
め
の
工
事
用
と
し

ら
丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
西
口
ま
で
を
ト
ン
ネ
ル
を
作
る
た
め
の
工
事
用
と
し

て
軽
便
鉄
道
（
一
般
的
な
鉄
道
よ
り
も
規
格
が
簡
便
で
、
安
価
に
建
設
さ

て
軽
便
鉄
道
（
一
般
的
な
鉄
道
よ
り
も
規
格
が
簡
便
で
、
安
価
に
建
設
さ

れ
た
鉄
道
）
を
敷
設
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
蒸
気
機
関
車
で
丹
那
ト
ン
ネ

れ
た
鉄
道
）
を
敷
設
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
蒸
気
機
関
車
で
丹
那
ト
ン
ネ

ル
に
工
事
用
の
機
械
や
、
木
材
、
レ
ン
ガ
な
ど
の
資
材
を
運
搬
し
た
り
、

ル
に
工
事
用
の
機
械
や
、
木
材
、
レ
ン
ガ
な
ど
の
資
材
を
運
搬
し
た
り
、

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
電
力
確
保
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
大
竹
火
力
発
電
所
に

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
電
力
確
保
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
大
竹
火
力
発
電
所
に

石
炭
を
運
搬
し
た
り
し
ま
し
た
。

石
炭
を
運
搬
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

丹
那
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
た
昭
和
９
年
に
廃
線
と
な
り
、
当
時
は
函
南

　

丹
那
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
た
昭
和
９
年
に
廃
線
と
な
り
、
当
時
は
函
南

駅
建
設
前
で
あ
っ
た
た
め
正
確
に
は
大
場
駅
と
函
南
駅
を
繋
ぐ
線
路
で
は

駅
建
設
前
で
あ
っ
た
た
め
正
確
に
は
大
場
駅
と
函
南
駅
を
繋
ぐ
線
路
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
資
材

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
資
材

だ
け
で
な
く
客
車
を
付
け
て
労

だ
け
で
な
く
客
車
を
付
け
て
労

働
者
や
そ
の
家
族
を
乗
せ
、
大

働
者
や
そ
の
家
族
を
乗
せ
、
大

場
駅
と
丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
西
口

場
駅
と
丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
西
口

を
繋
ぎ
住
民
の
足
と
し
て
も
活

を
繋
ぎ
住
民
の
足
と
し
て
も
活

躍
し
ま
し
た
。

躍
し
ま
し
た
。

　

丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
西
側
に
位

　

丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
西
側
に
位

置
し
て
い
る
の
で
正
式
名
で
は

置
し
て
い
る
の
で
正
式
名
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
「
西
口
軽
便
線
」

あ
り
ま
せ
ん
が
「
西
口
軽
便
線
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
そ
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど
な

は
、
そ
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
大
竹
交
番
付
近
に
あ
る
川

く
、
大
竹
交
番
付
近
に
あ
る
川

に
架
か
っ
て
い
た
橋
桁
を
支
え

に
架
か
っ
て
い
た
橋
桁
を
支
え

た
橋
台
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
橋
台
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
場
駅
と
函
南
駅
を
つ
な
ぐ
路
線
？

大
場
駅
と
函
南
駅
を
つ
な
ぐ
路
線
？

大
場
駅
と
函
南
駅
を
つ
な
ぐ
路
線
？

▲現存する橋桁

　

大
正
７
年
、
鉄
道
省
が
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豆
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道
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現
：
伊
豆
箱
根
鉄
道
）
大
場
駅
か

ら
丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
西
口
ま
で
を
ト
ン
ネ
ル
を
作
る
た
め
の
工
事
用
と
し

て
軽
便
鉄
道
（
一
般
的
な
鉄
道
よ
り
も
規
格
が
簡
便
で
、
安
価
に
建
設
さ

れ
た
鉄
道
）
を
敷
設
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
蒸
気
機
関
車
で
丹
那
ト
ン
ネ

ル
に
工
事
用
の
機
械
や
、
木
材
、
レ
ン
ガ
な
ど
の
資
材
を
運
搬
し
た
り
、

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
電
力
確
保
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
大
竹
火
力
発
電
所
に

石
炭
を
運
搬
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

丹
那
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
た
昭
和
９
年
に
廃
線
と
な
り
、
当
時
は
函
南

駅
建
設
前
で
あ
っ
た
た
め
正
確
に
は
大
場
駅
と
函
南
駅
を
繋
ぐ
線
路
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
資
材

だ
け
で
な
く
客
車
を
付
け
て
労

働
者
や
そ
の
家
族
を
乗
せ
、
大

場
駅
と
丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
西
口

を
繋
ぎ
住
民
の
足
と
し
て
も
活

躍
し
ま
し
た
。

　

丹
那
ト
ン
ネ
ル
の
西
側
に
位

置
し
て
い
る
の
で
正
式
名
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
「
西
口
軽
便
線
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
そ
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
大
竹
交
番
付
近
に
あ
る
川

に
架
か
っ
て
い
た
橋
桁
を
支
え

た
橋
台
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

豆知識
沿
線
の
高
校
生
に
聞
く
！　
「
い
ず
っ
ぱ
こ
」
の
魅
力
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